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－他者と共創し、主体的に学ぶ児童生徒の育成－ 「強く 正しく 温かく」   

～自他の良さや違いを認め合い、自分らしさを大切に～ 

保護者の皆様、地域の皆様には、９月２６日の学習参観、ふれあい人権講演会に多数ご

参加いただき、ありがとうございました。 

 河合小学校では、今年度も、「自他の良さや違いを認

め合い自分らしさを大切にできる仲間づくり」～多文

化共生等、多様性を認め合う取組を通して～というテ

ーマのもと、人権教育に取り組んでいます。２年前か

ら、たくさんのゲストティーチャーに来ていただいて

お話を聞いたり、一緒に料理を作ったり、遊んだりす

る中で、言語や文化、生活習慣などの違いから「他国

の良さと日本の良さ」についてみんなで考えてきまし

た。今年度は、世界を知る中で、日本の良さ、地域の

良さ、友だちの良さ、そして、自分の良さを考える一年にしようと取り組んでいます。 

 先日の人権講演会では、講師の久本和明さんが昨年世界５０カ国を旅されて感じた「世

界の幸福度」や訪れた国の人々が家族をとても大切にしていることなどをお話くださいま

した。そして、国と国も人と人も違いがあって当たり

前なので、その違いを大切にして、友だちや自分の良

いところをたくさん見つけて幸せになってほしい、そ

れが世界の平和につながるからとメッセージを伝えて

くださいました。 

 子どもたち主体的に発表し、それぞれの発達段階に

合わせて楽しみながら考えていました。家族の好きな

ところは「優しい」「ここまで育ててくれた」「ご飯を

作ってくれる」、自分の良い（好きな）ところは「家

族を大切にしているところ」「お手伝いをよくす

る」「運動神経がいい」、友だちの良い（好きな）と

ころは「優しい」「友達を大切にするところ」「あき

らめないところ」「心配してくれるところ」などな

ど、春から本校がずっと大切にしてきた自尊感情や

「共創」の考え方にも迫る発表があり、とても有意

親子ふれあい人権講演会より 
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     久本 和明 氏 

☆ＰＴＡの研修部の皆様、保護者・地域の皆

様ご参加ご協力ありがとうございました。 

 

 



義な時間となりました。 

保護者の皆様にも熱心にお聞きいただき、たくさん感想をいただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、４年生は、バングラデシュの教育支援を行っておられる「ＯｎｅＤｒoｐ」の皆さ

んとカレー作りを行った後、現地の学校とリモートでの交流をする予定です。また、１～

３年生と５年生は、それぞれ、ベトナム、韓国、スリランカ、中国、ブラジルの方々と交

流を行い、言語や文化、習慣の違いを認め合いながら互いの良さを発見していく学習をし

ていきます。ご家庭でもお子様とお話しいただけたらと思います。 

１０月の主な行事予定 

１日（火）小中特交流の日 

     （たてわりふれあい講座） 

２日（水）３年社会見学（イオン） 

      ４年国際交流（バングラデシュ） 

４日（金）児童朝会 

７日（月）４年出前授業（小野工業高） 

８日（火）２年こども園交流（中央） 

     ３年金融講演会 

     １・２・３年国際交流 

     （ベトナム・韓国・スリランカ・中国） 

９日（水）４年国際交流（バングラデシュ） 

１０日（木）５年ふれあいの日 

      ２年こども園交流（亀鶴・粟生） 

１１日（金）元気アップ クラブ活動 

１６日（水）オペレッタ中間発表（特支） 

     ４年アイマスク体験 

１７日（木）４年手話体験 

      ５年国際交流（ブラジル） 

１８日（金）全校朝会 ハートフル弁当 

      １２：４５一斉下校 

２４日（木）校内音楽祭（こども園交流）  

２５日（金）委員会活動 

２６日（土）音楽祭 

２８日（月）振替休業日 

２９日（火）３年算盤出前授業 

３０日（水）５年川島隆太教授講演会  

※１０月より委員会、クラブ活動のない金曜日は１４：４５一斉下校になります。 

（１８日(金)は河合中東北播道徳研究大会のため１２：４５一斉下校になります。） 

・世界の様々な国の様子や考えの話をされ、それぞれの国によって違うことは良いことだと感じ

た。自分の尺度にとらわれることなく、他人の立場にも立って考えられる人になってもらえた

らと思った。 

・子どもたちも自分の意見を出し合う形の素敵な講演でした。世界の国々によって、文化も違う

し幸福度も違うことを改めて感じ、日本の素晴らしさも改めて感じられました。 

・日本の社会や親の常識を子どもに当てはめていることが多かったですが、もう少し柔軟に子育

てできればと感じました。 

・子どもたちには「日本」にとらわれず、広い視野を持ってほしいととても思います。国・人種

を超えて「人」として様々な人や文化、体験をしてほしいと思います。それが「生きる力」に

なり、助け合い協力しあえる人との関わりにつながると思います。 

・自分や家族が大好き。親と子ども、兄弟は対等。耳が痛いなと思うところもありました。子ど

もたちには誰にでも優しくできる人になってもらいたいので、まずは家庭内から「大好きだ

よ」を伝えていきたいなと思います。 

 


